
源流米とは 

源流米は、岐阜県発祥の希少米「いのちの壱」を、 

木曽川源流の里・木祖村の清流と、中山間地域ならではの寒暖差の中で 無農薬栽培し

た特別なお米です。 

一般的なコシヒカリより一回り以上大粒で、 炊き上がりはふっくらと存在感があり、

濃厚な甘みと豊かな香りが特徴です。 

噛むほどに旨味が広がり、もちもちとした弾力のある食感を楽しめます。 

冷めても固くなりにくいため、おにぎりやお弁当にも最適で、 日常の食卓はもちろ

ん、特別な日の料理にもふさわしい“プレミアム米”です。 

 

生産者・加藤晴泰さんについて 

源流米を育てているのは、木祖村で遊休農地の

再生に取り組む 加藤晴泰さん。 

伊那市でりんご農家を営んだのち、縁あって木

祖村へ移り、 無農薬の酒米づくりからスタート

しました。 

収量が安定しない時期を乗り越え、行政と連携

しながら耕作放棄地の再生にも挑戦。 

今年からは「いのちの壱」を無農薬で育てる新たな取り組みを始めています。 

 

源流米に込めた思い 

木祖村の清流と土地の力を最大限に生かし、 

“遊休農地ゼロの未来”を目指して若い作り手を増やし、 

 地域の農業を次世代につなげたい——。 

源流米は、そんな加藤さんの思いと努力から生まれたブランド米です。 


